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平成 27～29 年度厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策政策研究事業 

「HIV 感染妊娠に関する全国疫学調査と診療ガイドラインの策定ならびに診療体制の確立」班 

総合分担研究報告書 

 
研究分担課題名：HIV 感染妊娠に関する国民への啓発と教育 
 

研究分担者：塚原 優己  国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター 産科・医長 

研究協力者：谷口 晴記  三重県立総合医療センター産婦人科・副院長 

      大金 美和  国立国際医療研究センターエイズ治療・研究開発センターケア支援室・

看護師 

      井上 孝実  葵鐘会ローズベルクリニック・副理事長 

      山田 里佳  愛知厚生連海南病院産婦人科・医師 

      源河いくみ  東京ミッドタウンクリニック内科・医師 

      千田 時弘  兵庫県立がんセンター産婦人科・医師 

      渡邉 英恵  名古屋医療センター看護部・副看護師長 

      源 名保美  国立国際医療研究センター産婦人科病棟・看護師長 

      羽柴知恵子  名古屋医療センター外来・副看護師長 

      廣瀬 紀子  長野県看護大学・助教 

      笠原 弥恵  仙台医療センター母子医療センター・助産師 

      矢永由里子  慶應義塾大学感染制御センター・講師 

      佐野 貴子  神奈川県衛生研究所微生物部・主任研究員 

      鈴木ひとみ  国立国際医療研究センターエイズ治療・研究開発センター・コーディネ

ーターナース 

      長與由紀子 九州医療センター感染症対策室・HIV 専任看護師 

            山下 結以   九州医療センター AIDS/HIV 総合治療センター 臨床心理士 

      中條 真澄  国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター産科・研究補助員 

 

研究要旨： 

当研究分担班の研究目的ならびに方法は、 

 市民公開講座の企画や他の団体や機関によるセミナーとの連携を行い、研究成果を広く周知す

ることにより、国民の HIV 感染妊娠に関する認識と知識の向上を図ること。 

である。平成 27～29 年度の 3 年間に毎年開催された 

 第 22 回～24 回 AIDS 文化フォーラム in 横浜、第 5 回～7 回 AIDS 文化フォーラム in 京都、第

2 回～3 回 AIDS 文化フォーラム in 佐賀に参加し、一般市民参加型の公開講座を開催し、市民の

HIV 感染妊娠に関する認識と知識の向上をめざした。 

また、特に若者への啓発が大切なことから、26 年度は筑波大学において学生を対象とした特別講

義「HIV 感染症を含む性感染症の予防策」を行ない、27 年度は長野県看護大学学園祭において大

学生を対象としたセミナー「恋する君たちへ ～楽しく過ごすために性感染症について知っておこ

う～」（2017 年 9 月 9 日（土）．会場；長野県看護大学）を開催した。 
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A.研究目的 

国民に根強く残る HIV/AIDS への偏見を解

消し、HIV 母子感染のみならず、HIV 感染をは

じめとする性感染症全般に対する国民の理解

向上および予防啓発に寄与する。 

 

B.研究方法 

行政や HIV 関連諸団体との連携を密にし、市

民参加型の公開講座などで、当研究班の研究成

果を広く国民に周知することにより、国民の

HIV 感染妊娠及び性感染症全般に関する認識

と知識の向上を図る。 

当研究分担班から国民に発信する情報の主眼

は、①性感染症全般に関する現状及び予防策の

紹介、②性感染症のひとつである HIV 感染症

の現状と予防策の紹介、③HIV 母子感染の現状

と予防策の紹介などである。 

具体的な活動としては、例年全国各地域（横浜、

京都、佐賀他）で行われている AIDS 文化フォ

ーラムへの参加と、大学学園祭などにおける学

生を対象とした公開講座を検討した。 

（倫理面への配慮） 

講演会の実施に際しては、HIV 陽性参加者の心

情・プライバシーに十分配慮しながら執り行な

った。 

 

平成 27 年度 

C.研究結果 

１．「第 22 回 AIDS 文化フォーラム in 横浜」

(8/7-9:かながわ県民センター) 

タイトルは「性感染症と女性」、「講義とディス

カッションを通じ、性感染症、自分とパートナ

ーの健康について考えましょう。」というキャ

ッチコピーで市民自由参加の公開講座を開催

した。 

（発表内容）現在、HIV 母子感染予防対策はほ

ぼ確立し、早期から医療介入ができれば垂直感

染の危険性はほとんどない。しかし、HIV の認

知度が高まったにも関わらず、その当事者への

関わり方に関しては、医療者も含め、未だ根強

く偏見が残っている。また、HIV 感染と同様の

経路で感染する STI も多く、若年層の感染拡大

や感染者の不妊など問題は尽きない。 

 そこで今回、「性感染症と女性」というテー

マで自分とパートナーの健康について考える

機会となるよう厚労省 HIV 母子感染研究班の

データを用いながら、聴講者参加型の講義形式

で発表を行った。 

 進行役からの質問に対し参加者がキーパネ

ルを押して回答すると、簡単なリモコン操作で

回答をすることで、質問に対する参加者の反応

をダイレクトに表示し、回答状況をリアルタイ

ムに集計できる「リモコン型レスポンスアナラ

イザシステム」を活用回答数が即時に集計され

表示される。これを提示しながら講義を進める

ことで、参加者自身が自分の知識の確認をしな

がら講義内容を理解できたように思う。また、

女性の性感染症に焦点を当てたワークショッ

プとしていたが、講義終了後には男性の立場か

らの不妊治療に対する質問や高校生から受け

た相談への返答の仕方などの質問を受け、具体

的な対応策について情報提供や意見交換もで

き、テーマの枠を超えた時間を過ごすことがで

きた。産婦人科医師による講義と参加者全員に

よるディスカッションを通じ、性感染症、自分

とパートナーの健康について再考して頂いた。 

２．「第 5 回 AIDS 文化フォーラム in 京都」

(10/3-4:同志社大学新町キャンパス) 

タイトルは「女性の健康について考えよう！」、

「性感染症、女性の病気、知らないから怖いの

かも？いつもは聞けない病気の話、お医者さん

に聞いてみよう！！」をキャッチコピーに市民

自由参加の公開講座を開催した。 

（発表内容）HIV を含む、性感染症、婦人科疾

患、女性の健康について、グループディスカッ

ションを挟みながら産婦人科医師からの講義

を行なった。グループディスカッションでは、

性感染症や、感染後の妊娠・出産について、学

生、養護教諭、看護師など様々な立場や職種が

一緒に考えを深めることができた。講義終了後
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は、産婦人科医師に直接質問できる時間となり、

参加者から、普段聞けない性感染症についての

疑問や質問が多数あり、活発な意見交換がなさ

れた。今後、参加者自身が今回の発表で聞いた

こと、感じたことを、周囲の人に伝えていき、

正しい知識や予防への意識の普及に繋げてい

けることに期待したい。 

D.考察 

27 年度に参加した AIDS 文化フォーラムで

は参加者 20 名程度と少数ではあったが、自発

的意思で参加くださった出席者自身が、今回の

発表で聞いたこと、感じたことを、周囲の人に

伝えていき、正しい知識や予防への意識の普及

に繋げていけることに期待している。来年度は、

今年参加した横浜や京都の AIDS文化フォーラ

ムでの一般参加者の増加を目指して発表内容

を検討したい。さらに、他の地方で開催されて

いる AIDS 文化フォーラム、具体的には AIDS

文化フォーラム in 佐賀、AIDS 文化フォーラム

in 陸前高田などの市民参加型イベントにも積

極的に参加することを検討したい。また、HIV

／AIDS に特化したイベントとは別の視点から、

これから生殖年齢を迎える若者をターゲット

にした啓発活動も有効と考えられることから、

各地の様々な大学が開催する学園祭への参加

も検討していきたい。 

 

 

平成 28 年度 

C.研究結果 

１．第 2 回 AIDS 文化フォーラム in 佐賀（2016

年 6 月 25 日（土）～26 日（日）．会場；アバ

ンセ） 

 初めての参加だったので、出席者にわれわれ

の研究テーマが解りやすいように、「女性と性

感染症」と題して講演を行った。 

近年増加傾向にある女性の HIV や性感染症、

及び HIV と妊娠出産の現状について産婦人科

専門医師が解説をした。 

HIV を含む性感染症についての発生動向を伝

えたうえで、症状がほとんどない性感染症があ

り、そのような性感染症では感染している本人

が気づかずに放置してしまい、病気が悪化した

り相手に感染させてしまったりすることがあ

ること、従来は感染報告の多くは男性だったが、

最近は女性の性感染症が増加傾向にあること、

性感染症にかかると HIV 感染のリスクを高め

ることを説明した。研究班は、HIV に関する予

防啓発はもちろん、性感染症予防についても啓

発していくことが肝要と考えていることを強

調した。 

女性にスポットを当てた講演内容であったが、

女性だけでなく男性数名の参加もあり、また

様々な年代の医療関係や教育関係者が参加し

た。出席者の多くは予防啓発に携わっており、

今後の活動に役立てたいとの意見が得られた

ことは、研究班とって大きな収穫となった。 

また今回の講演では、日本における HIV 陽性

妊婦の出産の現状についても紹介した。佐賀県

はまだ HIV 陽性者の出産報告はないが、九州

内ではすでに 33 件の報告がされている。今後

も増加が懸念されており、HIV 陽性者の妊娠出

産についても理解が深まることが期待される。 

２．第23回AIDS文化フォーラム in 横浜（2016

年 8 月 5 日（金）～8 月 7 日（日）．会場；か

ながわ県民センター） 

「女性と HIV ～学校では教えてくれないけ

ど、みんなが知っておくべきこと～」と題して

以下の 2 部構成で講演を行った。 

第 1 部では、まず感染予防の基本である標準予

防策（Standard Precautions）についての解説

を行った。また、感染予防として手洗いやうが

い、マスクの着用の大切さや、実際の感染予防

としてインフルエンザやノロウイルス、ジカ熱

などの感染予防について説明した。次に、

HIV/AIDS の基本知識（HIV/AIDS と他の感染

症の違いや HIV 感染のメカニズムなど）につ

いての教育方法の 1 つである AIDS101 を実際

に行いながら紹介した。 

第 2 部では HIV 感染と妊娠と題し、日本にお
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ける女性の HIV 感染者および妊娠・出産の現

状を報告した。また、HIV の感染予防と共に性

行為感染症予防の重要性について説明した。さ

らに、母子感染を防ぐ方法として、①妊婦の

HIV検査の必要性、②HIV感染妊婦への抗HIV

薬の投与、③選択的帝王切開の目的、④母乳の

禁止と新生児への抗 HIV 薬投与について解説

した。 

妊娠するとは思っていなかった人が妊娠する

のと同様に、感染するはずがないと思っている

人が感染する。HIV 感染を他人事とせず自分の

ことと考えて「普段の生活の中から自分の体を

大切にしていこう」というメッセイジを伝えた。 

３．第 6 回 AIDS 文化フォーラム in 京都（2016

年 10 月 1 日（土）～2 日（日）．会場；同志社

大学新町キャンパス尋真館） 

現在、HIV 母子感染予防対策はほぼ確立し、早

期から医療介入ができれば、垂直感染の危険性

はほとんどない。しかし、HIV への認知度が高

まったにもかかわらず、その当事者へのかかわ

りに関しては医療者も含め、いまだに根強い偏

見が残っている。また、HIV 感染と同様の経路

で感染する性感染症も多く、若年層の感染拡大

や感染者の不妊など問題は尽きない。そこで今

回は「恋する君たちへー楽しく過ごすために性

感染症について知っておこうー」というタイト

ルで話を進めた。 

若年者向けに自分とパートナーの健康につい

て考える機会となるよう、研究班のデータを用

いながら聴講者参加型の講義形式で発表をお

こなった。 

講義終了後には、男性の立場から挙児希望に対

する質問や母子感染予防のために児に注目し

てどのような予防策をとるのか等質問を受け、

具体的な対応策について情報共有や意見交換

をすることができた。 

４．大学生を対象とした当分担班では初めての

試みとして、平成 28 年度看護学類特別講義（平

成 28 年 12 月 19 日（月）6 限 16:45～18:00．

会場：イノベーション棟 8 階）として、看護学

類の学生を対象に「HIV 感染症を含む性感染症

の予防策」と題した講演を行った。おもな講演

内容は、①性感染症の予防、②HIV/AIDS の概

要、③HIV 母子感染についてである。 

HIV 感染と同様の感染経路で感染する STI 予

防については、学校の中で「性教育」の一部と

して行われてきているが、若年層の感染拡大や

感染者の不妊などが現在大きな問題となって

いる。そこで、若年層として大学生をターゲッ

トに「HIV 感染症を含む性感染症の予防策」と

いうテーマでの講義を行った。今回の対象は看

護学類の 1～4 年生であり、自分自身の健康に

ついて考える機会となると共に、臨床現場に出

た際に自分が何をしていくのかがイメージで

きるように講義内容を工夫した。そこで、HIV

を含む性感染症とその予防についてだけでは

なく、HIV 感染者の長期療養に関する課題や医

療者としての対応、HIV 感染妊婦の現状と HIV

陽性の子どもたちへの病名告知に関する問題

も講義内容に含めた。 

特別講義への参加者は 20 名程度であったが、

意識の高い学生が多く熱心に聴いていた。また

講義終了後には、性感染症や HIV/AIDS に関す

る疑問や質問が多数あり、活発な意見交換を行

うことができた。意見交換では、性感染症予防

に関して幅広い年齢層に感染者がいることか

ら、それぞれの年代への教育の必要性や教育の

方法について考えることができた。また、

HIV/AIDS については、検査の適切な時期や

HIV 感染者が妊娠を望む場合の対応などにつ

いて医療者としてどのように対応すべきかに

ついての質問があった。HIV/AIDSについては、

「職業感染対策」という視点での授業はあって

も、HIV 感染者への支援について具体的に聞く

ことができる機会は少ない。医療を目指す学生

にとって、これまでの疑問を解決できる場であ

るとともに、教育や支援について考えるきっか

けになった。 

D.考察 

①今年度参加した 3 か所の AIDS 文化フォーラ
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ムの参加者数は前年同様 20 名程度と少数では

あったが、自発的意思で参加した出席者自身が、

今回の発表で聞いたこと、感じたことを、周囲

の人に伝えていくことで、正しい知識や予防意

識の普及に繋げていけることに期待している。

来年度も今年参加した横浜、京都、佐賀の 3 か

所の AIDS文化フォーラムに参加の予定である。

各フォーラムでの一般参加者の増加を目指し

て発表内容を検討したい。さらに、他の地方で

開催されている AIDS 文化フォーラム、具体的

には AIDS 文化フォーラム in 陸前高田などの

市民参加型イベントにも積極的に参加するこ

とを検討したい。 

また、HIV／AIDS に特化したイベントとは別

の視点から、これから生殖年齢を迎える若者を

ターゲットにした啓発活動も有効と考えられ

ることから、各地の様々な大学が開催する学園

祭への参加も検討していきたい。今年度は、看

護大学生を対象とした特別講座を組み相応の

成果を挙げることができたが、来年度は、一般

大学生（或いは一般市民）からも注目されるよ

うな企画を検討したい。 

 

平成 29 年度 

C.研究結果 

１．第 3 回 AIDS 文化フォーラム in 佐賀： 「女

性と性感染症～性感染症の現状と妊娠出産と

の関係～」2017 年 6 月 18 日（日）．会場；ア

バンセ 参加者約 50 名 

 今回、HIV を含む性感染症について、産婦人

科専門医からの講義を行った。また最近の発生

動向についてもお伝えし、近年増加傾向にある

性感染症をもっと身近な問題として感じてい

ただきたいと考えた。従来、性感染症報告の多

くは男性だが、最近では女性が増加傾向にあり、

問題となっている。また、性感染症にかかると

HIV の感染リスクを高めることにもなること

から、私たち研究班は HIV に関する予防啓発

はもちろん、性感染症予防についても啓蒙して

いきたいと考えている。女性に焦点を当てた講

義はフォーラムの中でも珍しく、多数の女性に

参加していただき、参加していた方からも「他

人事ではないと感じた」などの声を聴くことが

できた。また今回の講演では、日本における

HIV 母子感染予防対策についても紹介した。

HIV 陽性妊婦に早期から医療の介入を行うこ

とで、母子感染は防ぐことがでる。そういった

実情を知っていただき、HIV 陽性者の妊娠出産

についても理解が深まることを期待している。 

 

２．第 24 回 AIDS 文化フォーラム in 横浜：「あ

なたはホントに知っている！？～HIV 感染妊

娠と性感染症のこと～」2017 年 8 月 5 日（土）．

会場；かながわ県民センター 参加者約 30 名

（満席） 

研究班の全国調査より HIV 感染妊娠の現状

報告とともに、性感染症についての情報提供、

治療や予防について説明を行った。  

写真や最新のデータを多用したため、参加者

も興味を持って頂いたようであった。 30 名定

員の会場は満員御礼となり、大変たくさんの方

にご参加頂いた。  

アンケートの結果、参加者の 7 割は医療系の

学生や、保健医療福祉関係の仕事をされている

方であったが、感想の中には、「HIV について

知識がなかったので、自分に関係ないと思わな

いようにしたい」「わかりやすく、学びになっ

た」といった意見が多く、医療関係者にも HIV

や性感染症について、最新の情報は伝わりにく

いことを感じた。  

参加者のうち、その他 3 割は、教育関連、

NPO/NGO の方が多くを占めていた。 フォー

ラムの参加者は、HIV/AIDS に関心のある方が

多く、関心を持っていないと、情報へアクセス

することは難しいのかもしれない。 しかし、

教育関連の方に多く参加頂いたことで、最新の

知識が教育の現場で普及されることや、参加者

が友人や知人に情報を伝達することで、幅広い

年代の人に情報が行き渡ることを期待したい。 

３．第７回 AIDS 文化フォーラム in 京都：「女
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性と HIV～学校では教えてくれないけど、知っ

ておくべきこと」2017 年 9 月 30 日（土）．会

場；同志社大学新町キャンパス尋真館 参加者

約 15 名 

HIV を含む感染予防の基本である標準予防策

についての解説と、HIV/AIDS の基礎教育の紹

介を行った。HIV 感染予防教育として、HIV

と AIDS の違いや HIV 感染のメカニズム、抗

体検査の意味や HIV とその他の STI との関係

について考えながら学習する教育方法を紹介

した。 

また、HIV 感染と妊娠について、日本におけ

る女性の HIV 感染者および妊娠・出産の現状

と母子感染予防について説明した。HIV の母子

感染は予防できるにも関わらず、妊娠中や母乳

育児中に HIV への感染に気づかず母子感染し

た事例を紹介し、母子感染予防にとっても性感

染症予防が大切であることを説明した。HIV 感

染を他人事とせず自分のことと考えて「普段の

生活の中から自分の体を大切にしていこう」と

いうメッセイジを伝えた。参加者からは HIV

感染女性が妊娠した場合の分娩施設や治療方

法等についての質問があった。現状としてはエ

イズ拠点病院での出産が多いことや治療は基

本的に妊婦でも変わらないことを伝えた。HIV

感染と妊娠についての情報は少ないため、今後

も HIV 感染妊婦の現状や母子感染予防につい

ての情報提供の場としていきたい。 

４．長野県看護大学学園祭：「恋する君たちへ 

～楽しく過ごすために性感染症について知っ

ておこう～」2017 年 9 月 9 日（土）．会場；長

野県看護大学 参加者約 30 名 

 HIV を含む性感染症予防について、大学生を

対象にしたセミナーを開催した。これから生殖

年齢を迎える若者が、性感染症について自分の

問題と認識し、性感染症予防のための知識の向

上や自分とパートナーの健康について考える

機会になるよう、研究班のデータを用いながら

参加型の講義を行った。 

 大学の学園祭での開催であり、参加者は大学

生と卒業生（1 年目の看護師や助産師）、学生の

保護者などであった。アンケートの結果、セミ

ナーの満足度は高く、「性感染症について改め

て知ることができた。」など知識の向上や、「検

査を受けようと思った。」など自分の健康につ

いて考えることができていた。内容の理解度に

ついては、「性感染症の予防・検査・治療」「性

感染症と妊娠の関係」「HIV 母子感染予防」と

も『できた・ほぼできた』と全員が答えており、

参加型でわかりやすい内容であったと思われ

る。また、「身近な友人等に性感染症予防につ

いての知識を普及したいですか」の問いには全

員が『はい』と答えており、参加者が友人等に

伝達していくことで正しい性感染症予防のた

めの情報が拡散することを期待したい。 

 

D.考察 

今年度参加した 3 か所の AIDS 文化フォーラ

ムの参加者数は佐賀で約 50 名、横浜の満席(30

名)と前年度より増加傾向にあったと思われる。

自発的意思で参加した出席者自身が、今回の発

表で聞いたこと、感じたことを、周囲の人に伝

えていくことで、正しい知識や予防意識の普及

に繋げていけることに期待している。可能であ

れば、来年度も今年参加した横浜、京都、佐賀

の 3 か所の AIDS 文化フォーラムへの参加が望

まれる。各フォーラムでの一般参加者の更なる

増加を目指して発表内容を検討したい。さらに、

他の地方で開催されている AIDS文化フォーラ

ム、具体的には AIDS 文化フォーラム in 陸前

高田などの市民参加型イベントにも積極的に

参加することを検討したい。 

また、HIV／AIDS に特化したイベントとは

別の視点から、これから生殖年齢を迎える若者

をターゲットにした啓発活動も有効と考えら

れることから、各地の様々な大学が開催する学

園祭への参加も検討していきたい。今年度は長

野県看護大学学園祭において、看護大学生を中

心に大学生を対象としたセミナーを組み相応

の成果を挙げることができたが、来年度以降は、
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一般大学生（或いは一般市民）からも注目され

るような企画を検討したい。 

 

E.結論 

国民の HIV 感染妊娠に関する認識と知識の

向上をめざし、毎年横浜、京都、佐賀で開催さ

れている AIDS 文化フォーラムに参加し、一般

市民参加型の公開講座を開催した。 

また特に若者への啓発が大切なことから、28

年度は筑波大学で看護学類の特別講義として

「HIV 感染症を含む性感染症の予防策」を、ま

た 29 年度には長野県看護大学学園祭において

大学生を対象としたセミナー「恋する君たちへ 

～楽しく過ごすために性感染症について知っ

ておこう～」を行った。 

 国民の性感染症、HIV 感染症、HIV 感染妊娠

に関する認識はいまだ十分とはいえず、今後と

も一般国民のこれら知識の向上をめざし、市民

講座などを積極的な展開を継続することが肝

要と考えられた 

 

G.研究業績 

1．論文発表 

（欧文） 
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的・疫学的背景に関する検討．日本産科婦

人科学会第 67 回学術講演会，横浜，

2015.04.10 

(54) 関口将軌，犬塚悠美，田中里美，三井

真理，谷垣伸治，小澤伸晃，塚原優己，左

合治彦：当センターにおける小児がん経験

者の妊娠・分娩についての検討．第 67 回日

本産科婦人科学会学術講演会，横浜，

2015.4.10 

(55) 太崎友紀子，小川浩平，須山文緒，犬

塚悠美，田中里美，塚原優己，左合治彦：

骨盤位外回転術の術中・術直後の緊急帝王

切開分娩の検討．第 67 回日本産科婦人科学

会学術講演会，横浜，2015.4.11 

(56) 大寺由佳，谷垣伸治，芝田恵，犬塚悠

美，鈴木朋，小川浩平，塚原優己，久保隆

彦，左合治彦：正常血圧妊婦における妊娠

初期血圧と妊娠高血圧，妊娠高血圧腎症発

症に関する検討．第 67 回日本産科婦人科学

会学術講演会，横浜，2015.4.12 

 

3．講演 

（国内） 

(1) 大金美和,治療継続支援と社会資源の活用,

第 66 回日本感染症学会東日本地方会学術

集会,第 64 回日本科学療法学会東日本支部

総会 , 合同学会 , 東京 , 京王プラザホテ

ル,2017/10/31-11/2 

(2) 佐野貴子．HIV 検査．AIDS ネットワーク

横浜第 25 期 AIDS ボランティア学校．横浜

AIDS 市民活動センター．（平成 29 年 7 月

15 日、横浜） 

(3) 研究分担「HIV 感染妊娠に関する国民への

啓発と教育」班：第 3 回 AIDS 文化フォー

ラム in 佐賀： 「女性と性感染症～性感染

症の現状と妊娠出産との関係～」2017 年 6

月 18 日（日）．会場；アバンセ 

(4) 研究分担「HIV 感染妊娠に関する国民への

啓発と教育」班：第 24 回 AIDS 文化フォー

ラム in 横浜：「あなたはホントに知ってい

る！？～HIV 感染妊娠と性感染症のこと

～」2017 年 8 月 5 日（土）．会場；かなが

わ県民センター 

(5) 研究分担「HIV 感染妊娠に関する国民への

啓発と教育」班：第７回 AIDS 文化フォー

ラム in 京都：「女性と HIV～学校では教え

てくれないけど、知っておくべきこと」2017

年 9 月 30 日（土）．会場；同志社大学新町

キャンパス尋真館 

(6) 研究分担「HIV 感染妊娠に関する国民への

啓発と教育」班：長野県看護大学学園祭：「恋

する君たちへ ～楽しく過ごすために性感
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染症について知っておこう～」2017 年 9 月

9 日（土）．会場；長野県看護大学 

(7) 研究分担「HIV 感染妊娠に関する国民への

啓発と教育」班：女性と性感染症．第 2 回

AIDS 文化フォーラム in 佐賀．佐賀市 ア

バンセ．2016.06.25．  

(8) 研究分担「HIV 感染妊娠に関する国民への

啓発と教育」班：女性と HIV～学校では教

えてくれないけど、みんなが知っておくべ

きこと～．第 23 回 AIDS 文化フォーラム in 

横浜．横浜市  かながわ県民センター．

2016.08.06.  

(9) 研究分担「HIV 感染妊娠に関する国民への

啓発と教育」班：恋する君たちへー楽しく

過ごすために性感染症について知っておこ

うー．第6回AIDS文化フォーラム in 京都．

京都市 同志社大学新町キャンパス尋真館．

2016.10.01. 

(10) 大金美和，廣瀬紀子：平成 28 年度看護

学類特別講義「HIV 感染症を含む性感染症

の予防策」．つくば市．2016.12.19. 

(11) 研究分担「HIV 感染妊娠に関する国民

への啓発と教育」班：公開講座「性感染症

と女性」：第 22 回 AIDS 文化フォーラム in

横浜(8/7-9:かながわ県民センター) 内容：

講義とディスカッションを通じ、性感染症、

自分とパートナーの健康について考えまし

ょう。 

(12) 研究分担「HIV 感染妊娠に関する国民

への啓発と教育」班：公開講座「女性の健

康について考えよう！」：第 5 回 AIDS 文化

フォーラム in 京都(10/3-4:同志社大学新町

キャンパス) 内容：性感染症、女性の病気、

知らないから怖いのかも？いつもは聞けな

い病気の話、お医者さんに聞いてみよ

う！！ 

 

H.知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得 なし 

2.実用新案登録 なし 

3.その他 なし 

 

 


